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次の問いに答えよ．

(1) 3次関数 f(x) = x3 − 12x2 + 41x に対して，f ′(x) = 0 となる x の値を求めよ．

(2) (1)で求めた xの値の最小値を x1，最大値を x2 とする．x1 以上 x2 以下のすべ

ての整数 n に対して (n, f(n)) を求めよ．

(3) 3次方程式 x3 − 12x2 + 41x−m = 0 の 3つの解がいずれも整数となるようなす

べての m と，それぞれの m に対する解 x を求めよ．
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【答】

(1) x =
12±

√
21

3
(2) (n, f(n)) = (3, 42), (4, 36), (5, 30)

(3)

{
m = 30のとき， x = 1, 5, 6

m = 42のとき， x = 2, 3, 7

【解答】

(1) f(x) = x3 − 12x2 + 41x

f ′(x) = 3x2 − 24x+ 41

f ′(x) = 0となる xの値は

x =
12 ±

√
21

3
……（答）

である．
(2) (1)の xについて，x1 < x2 であるから

x1 =
12−

√
21

3
, x2 =

12 +
√
21

3

である．16 < 21 < 25 より，4 <
√
21 < 5 であり

12− 5
3

<
12−

√
21

3
< 12− 4

3
∴ 7

3
< x1 < 8

3

12 + 4
3

<
12 +

√
21

3
< 12 + 5

3
∴ 16

3
< x2 < 17

3

したがって，x1 以上 x2 以下の整数 n は n = 3, 4, 5 であり

(n, f(n)) = (3, 42), (4, 36), (5, 30) ……（答）

である．
(3) 3次方程式 f(x)−m = 0の実数解は，曲線 y = f(x)と直

y = f(x)

y = m

x1 x2

3 4 5 x

y

O

線 y = mのグラフの共有点の x座標である．
(1)より f(x)の増減は下表となり，y = f(x)と y = mの

グラフは右図となる．

x · · · x1 · · · x2 · · ·
f ′(x) + 0 − 0 +

f(x)

3つの解が整数となるような m の値は，(2) より

m = 42, 36, 30

のいずれかに限られる．
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( i ) m = 42 のとき

x3 − 12x2 + 41x− 42 = 0

(x− 3)(x− 2)(x− 7) = 0

∴ x = 2, 3, 7

3つの解はいずれも整数であり条件を満たす．
(ii) m = 36 のとき

x3 − 12x2 + 41x− 36 = 0

(x− 4)(x2 − 8x+ 9) = 0

∴ x = 4, 4±
√
7

3つの解のうち整数でないものがあるから不適である．
(iii) m = 30のとき

x3 − 12x2 + 41x− 30 = 0

(x− 5)(x− 1)(x− 6) = 0

∴ x = 1, 5, 6

3つの解はいずれも整数であり条件を満たす．

以上，( i )，(ii)，(iii) より{
m = 30のとき， x = 1, 5, 6

m = 42のとき， x = 2, 3, 7
……（答）

である．


